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文字・表記(理論・現代)

笹 原 宏 之

1 はじめに

近代を含めた現代の日本語の文字・表記に関する調査研究や理論的な研究の成果は近

年その数を増しており， 国立国語研究所の図書館や情報資料研究部ほかの助力を得なが

ら目賭した ， 2年間に発表された単行本 ， 論文その他は200点を超えた。本稿においては，

紙幅の許す限りそれらにより学界の動向を概観し ， 今後の展望を述べる。

2 文字・表記の総論

小松英雄『日本語書記史原論J (笠間書院 ， 1998.6)は， 書記は情報の蓄蔵であり， 言語

は情報を蓄蔵する媒体であるとの観点に立ち， 文字・ 表記の展開について論証する。 現

代を含 む文字史としては， 杉本つとむの諸論考を収 めた『日本文字史の研究J (八坂書房，

1998.10) も刊行された。 矢田勉「印刷時代における国語書記史の原理J (r東京大学園語研究

室創設百周年記念国語研究論集J ， 1998.2) は濁点や句読点 ， 括弧などの表記符号が整版 印刷，

活版 印刷， 原稿用紙により文字体系と同 価値化されてきた ことを説く。 西崎亨「活字と

肉筆一一『坊ちゃん』の「原稿Jと「初出本Jと「初版本jと J (r武庫川女子大学言語文化研究所年報1

10.1999.6)も原稿の表記や用字 ， 字体に関わる 異同が活字化とい う印刷工程に起因する

とし ， 書記の観点からテクス卜の扱い 方の問題点を示す。

金田一秀穂「音と文字の言語行動と意味一一意味のない言葉の分析にむけて 一一J (r杏林大学外

国語学部紀要J 11.1999.3)は日本語の文字や表記についての新たな視点と意義を鮮明に説

く。 漢字の種類と含有率については， Akio Tanaka iThe Number of Kanji in Modern 

]apanese WritingJ (fJournal of Quantitative LinguisticsJ 5�1 ・ 2.1998.5) が明治以後を

概観する。 伊藤雅光「構造字禁論J (r国語と国文学J ， 1999.5)は「字黛」を定義し ， 実証

のための理論を展開する。 今期は雑誌において文字に関する特集が多く組まれ ， r国語と

国文 学J 76�5 (1999.5) の「文字」では各論考に文字研究の成果が示されている。 シンポ

ジウムや研究発表会等も催され ， 国立国語研究所においては 「文字・表記研究会jが開

催され(1998.3.1999.3)， 専門用語研究会・情報知識 学会 により「文字シンポジウムJ (1998 

11)が行われた。インターネット上のホームページに池田証寿や大原望のように成果を典

拠とともに公開するものがあるほか ， CD-ROMなどのメディアも用いられた。 池田は
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「諸橋轍次編I大漢和辞典jの音義未詳字J (r古辞書とjIS漢字J 1，1999.3)， r諸橋大漢和

の議字J (同)などにより「康照字典体jや漢和辞典の位置付けに再考を促すほか， 後述

のように具体性に富む研究成果を次々と発表した。 字書類に関する資料研究としては前

田富級「言語文化史から見た 『明治字典j一一国語辞魯史序論として J (r語文J 73，1999.10) 

が言語文化史的な観点で字書史を見直す必要性を説く。

表記に関しては， 土屋信一 「表記J (r国文学 解釈と鑑賞j 64-7，1999.7) がその変化を概

説する。 劉玲「太宰治f 人間失格jにおける漢字表記 「人 」 と 仮名表記 「ひとjの使い

分けJ (福井大学『国語国文学j 37，1999.3)は作品中で特定の人物を指すか否かで 平仮名表

記と漢字表記が使い分けられる傾向を指摘する。 速記については， 清水康行「速記は「言

語を直写Jし得たか一一若林治蔵『速記法望書訣』に見る速記符号の表語性一一J (岩波書応 『文学j 9-1. 

1998.1)が速記符号の表音性に疑問を呈示し， 諮史的な点からも注目される。この事実は，

兼子次生『速記と情報社会 古代ロー7から21 世紀へJ (中央公論新社， 1999.5) にもうかがえ

る。

3 漢字

3. 1 漢字・字種

阿久津智 「漢字圏と非漢字圏J tr拓殖大学日本語紀要J 9，1999.3)は「漢字 (文化) 圏J

という語と概念についてまとめる。 野村雅昭「字音形態素考J (r国語と国文学J ， 1999.5) 

は漢字を 「表形態素文字J として位置付け， r 漢字語Jとい う術語に対する疑問を示す。

杉本つとむは「術語， <漢字語〉を提唱するJ (r解釈J 44-9・10，1998.10)において， r日本

漢字J の構造と本質を透視できるように漢字で表記されてき た 日本語に対し「漢字語J

を術語として提案する。 日本製漢字のたぐいとしての「国字」 については， 佐藤稔「擬

似漢字 (国字)小論J (r国語と国文学j ， 1999.5) が豊富かつ説得的な具体例を示しながら

漢字と各種の擬似漢字の性質を明らかにし， 現代の文字とのつながりを説く。 何華珍r<中

華字海〉中“日本漢字"釈義商党J (r漢字文化j 37，1998.2)は中国の『中華字海j におけ

る誤解を指摘する。

現在， 使用字種は「常用漢字表」やワープロの影響を強く受りているが， それらが調

査対象となることは少ない。 新美 明夫「課題レポートの評価と 学生に対する印象形成に

及ぽすワープロ文字の効果一一手3きのレポートとワープロて・印刷されたレポートとの比較一一J (r愛知

淑徳短期大学研究紀要J 37，1998.7)はワープロによる文書が印象を高めることを示し， 平

井洋子「ワープロ使用は漢字書字能力を衰えさせるかJ (r人文学報J297，1999.3)は文字生

活を見据えた予備調査であり， 詳しい報告が待 た れる。 嘗山日出夫「ワープロ辞書の現

在と将来 ATOKとMSIMEの漢字辞舎の問題点 J (r日本語学J17-14，1998.12)はワープロ内

蔵辞書の調査である。 近年の文献に関して， 岩淵匡「表外字使用に見られるー現象につ

いてJ (r早稲田日本語研究J7，1999.3)は印刷物の常用漢字表外字の使用実態について時代
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差や位相差を指摘する。 安岡孝一・安岡素子 「新潮文庫にみる大 漢和にない漢字J (r京都

大学大型計算機センター第59回研究セミナ一報告J . 1998.3) はCD�ROM版I明治の文豪』

等における漢和辞典にない漢字・国字を指摘するが ， 今後は電子化資料の位置付けが必

要である。

新聞の漢字については， 佐竹秀雄 「新聞社会 面記事の語棄と漢字一一1997年の新聞3紙を資

料として J (r武庫川女子大学言語文化研究所年報J 9，1998. 6)が複数紙に わたる調査である。

久野雅樹・横山詔一・野崎治成 「毎日新聞におりる漢字使用頻度の月次変動J n計量国語

学J 21�7，1998.12)は漢字の使用が時期によって変動するとい う観点による大量の電子化

記事の分析として注目される。 横山詔一・笹原宏之・野崎浩成・エリク=ロング『新聞電

子メディアの漢字 朝日新聞CD�ROMによる漢字頻度表J (国立国語研究所プロジェクト

選書 1 三省堂. 1998.7)は電子メディアと紙面との相違点を示すが， 字体などについて紙

面との照合をさらに要する。 これに対する豊島正之「書評J (r日本語科学J 6 国立国語研

究所. 1999.10)は文字の電子化を考える上で示唆に富み ， 笹原宏之・横山詔一・野崎浩成・

米国純子 rr朝日新聞j のCD�ROMと紙面における幽霊文字と辞書非掲載字 一一fJIS

X 0208Jの漢字を中心に一一J (r計量国語学J 21�4，1998.3) は電子化データの性質と資料的な 価

値を記す。 雑誌については佐竹秀雄 「文字・表記の調査J (r日本語学J 17�10，1998.9)が大

量調査の意義と限界を指摘する。 明治期の総合雑誌の本文1年分を扱う木村睦子・田 中

牧郎・飯島満ほかrr 太陽jコーパスの漢字処理 『太陽j 1901の漢字誠査一J (1999.2)はJIS

漢字による電子化の実践と調査である。

3.2 字音・字訓・用法

現代の漢字音については， 日本語教育にかかわる対照研究や語象論的 ， 音韻論的な研

究があったほか ， いわゆる慣用音についてまとまったものに佐藤宣男「教育漢字におけ

る慣用音J (r福島大学教育学部論集人文科学部門J64，1998.6). 若松由美 「日本漢字音にお

ける慣用音の研究J (r言語科学研究J 5，1999.3)がある。 字訓に関しては佐藤喜代治『漢語

漢字の研究J (明治書院 . 1998.5)に豊富な用例に基づく 所説に近代に及ぶ箇所がある。 字

義に関しては前 田富旗 「字義構造についてJ (r国語文字史の研究14 和泉書院 . 1998.8)が

字義構造を設定することによる漢字の体系化の可能 性を示す。

固有名調には全数調査により国語史や方 言の研究に寄与する部 分があるが ， その文

字・表記についての論著には検証が不可能な部分が見られた。 地名の漢字と表記の資料

として ， 金井弘夫『地図で見る『日本地名索引JJ (CD�ROM版 アポツク社. 1998)は読

み 情報などに課題を残すものの参考となる労作 である。 池田証寿 「地名の漢字をインタ

ーネットで検索するJ (r国語国文研究J 113，1999.10)は多様な用例をもっ「彪大な文書J

であるインターネット上の電子テキストの検索とい う方法を用いて]IS漢字の使用実績

を検討する。 池田は書籍の題名に関しでもrr補訂版国書総目録jの漢字J (r古辞書とJIS
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漢字J 2， 1999.10)に実例を豊富に示しつつ扱い ， 漢和辞典を重視する方向に注意を促す。

3.3 漢字表記

漢字表記に関しては， 佐藤喜代治(前掲)， 京極興一f 近代日本語の研究一一表記と表現一一j

(東宛社， 1998.5)が扱 うほか ， r大抵J の定着過程を綿密に追った田島優r[たいてい]を

めぐって 表記における規範意識と実態を導入として一一J <r説林J 46， 1998.3) がある。田島の一

連の詳細な研究は f 近代漢字表記誇の研究J (和泉書院 ， 1998.11) にまとめられた。 近藤

明「芥川龍之介の「ジョウダンj表記一一「冗談」から 「常談」へ一一J (r解釈J 44-1， 1998.1) は

芥川の表記の変化を規範意識の高まりによるととらえる。 いわゆる当て字については中

国に生まれた音訳表記の来歴を追 う陳力衛「三鞭酒・ シャンパン・ 香績酒J (rしにかj，

1999.6)， 明治初期の外国地名の当て字の一つの実態を示す白淑敏「明治初期地理書にお

ける地名音訳漢字表記一一『興地誌略Iを資料として J (r国文鶴見j34， 1999.12)に ， 調査が及

んでいない資料と表記の多いことが察せられよう。

3.4 漢字の字体・字形・書体

文字の字体や字形についての研究は， 文字言語を構成する要素に対する研究であり，

また文字の受容の心的過程や書記行為にかかわる研究と見ることもできる。佐藤栄作「漢

字字体とは何かJ (r日本語学J 17-12， 1998.10)は「潜在字体J r個人字体J などの概念を用

いた論を展開し， 字形レベ/レの字体への組み入れ傾向を指摘するなど示唆に富む。 佐藤

はほかにもrr誤形字」を考える一一字体研究と文字教育をつなぐために一一.J (r愛媛国文と教育j 31， 

1998.7)， r草書・ 草化と字体J (r国語と国文学1. 1999.5) などで書体・ 字体・ 字形につい

て考察を進展させている。岩淵匡「通時的考察における漢字字体の扱いについてJ (r日本

語研究と日本語教育j 明治書院 ， 1999.11)は漢字使用史をとらえる際の字体の取 り扱いにつ

いて諸問題を指摘する。 池田証寿「徒然草百三十六段のー解釈 漢字使用の実態と漢字字体規

範意識とのずれ J (r国語と国文学1. 1999.5)は日本の字体の史実をメディアと規範意識か

ら探り， JIS漢字を用いる現代でも同様の研究が有益であると記す。笹原宏之 rr龍Jr竜」

にみる字体の併用の実態とその原因一一歴史・メディ7・用法・意識・行動の各面から一一J (r国語学

研究と資料J 23， 1999.12) は字体レベルの各種の頻度データの採集と利用の試み。 活字総

数見本帳などに現れた印刷字形の実態が概観できる文化庁文化部国語諜『明朝体活字字

形一覧一一1820年-1946年一一J (大蔵省印刷局， 1999) は字体・字形の研究に有用である。

近藤公久・ 天野成昭f日本語の語棄特性J (三省堂， 1999.12) は漢字の親密度 ， 複雑度

などのデータを含み ， 鰍密な分析が待たれる。 梅田三千雄 「部首 情報を手掛かりとして

確定できる単語の定量的分析J (r計量国語学J 21-5， 1998.6)は 偏や芳が認識されると多く

の単語が推定できると説く。 字形について 書道の方面では， 内藤仁之・ 小}II美帆・ 押木

秀樹「手書き文字の概形特徴に関する基礎的研究J (r書写書道教育研究J 13， 1999.3) が手
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書き字形は概形が異なった方が視認性の高まることを明らかにする。 字形の生成と造型

に関わる筆順については， 分析方法を提案する磁野美佳ír筆順指導の手ぴきjを対象と

した筆順構造の分析J (同) などがあったが ， 論文数が 少なかった 。

常用漢字の表外字は後述する文字コード問題と関連し ， 国語審議会 においてその字体

に関して検討 が行われ， 樺島忠夫「標準漢字字体表試案とは何かJ (rしにか』特集「日本

の漢字を考えるJ， 1999.6)などのほか ， 小林一仁「漢字の「字体Jを考えるJ (同)があり，

異体字を同ーの字種として判断できる文字知識を 「渡り」 ととらえる。 文化庁文化部国

語課『国語に関する世論調査J (大蔵省印刷局， 1999.4)は字体に対する主観頻度 などを計

測する。 最上勝也íí鴎外jか 「 鴎外jか~表外漢字字体とマスコミ-J (r放送研究と調査J .1998

10) は「二重基準 」への意見である。 笹原宏之・横山詔一 「異体字選択に影響する要因J

(r計量国語学J 21-7， 1998.12)は漢字字体に対する好みの要因はなじみであり， その背景に

自にする頻度 があることを示し ， 同「漢字字体に対する 大 学生の接触頻度 J (r計量国語学j

22-2， 1999.9)は言語生活の一角を占める文字生活の実態を探る試みだ が ， 全体の傾向を捉

えるには大規模な調査を要する。

書体・フォントに関しては押木秀樹「現代における行書の意義と解釈J (r上越教育大学

国語研究J 12， 1998.2) があり， 磁野美{圭・五十嵐啓一・押木秀樹「 教科書体フォントの状

況及び小学生用コンピュータへの同 フォント導入の必要性についてJ (向)は教科書体の

実態をとらえ ， 字形とデザインの問題を指摘する。 猿田和樹・渡辺洋一 「悪筆文字の認

識一一人間とニュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー クとの比較一一J (r山形大学紀要人文科学J 14-2，1999.1)は人聞 が

読めてOCR が読めないパターンなどを挙げ， 人間と機械との文字のとらえ方 の違いを

うかがわせる。 これらの方面も文字・言語研究の対象となるならば調査の余地は大きい。

4 仮名

字体・字形に関しては， 飯田透「平仮名の字形についての一考察J (r東京大学留学生セ

ンタ一紀要J 8.1998.3) が平仮名の字形が 流動的で字形上の問題点を的確に指摘すること

が 難し いと推測するように ， 漢字に比して研究が 少ない。 矢田勉[1平仮名らしさJ の基

準について一一 オ の仮名を例として J (r国語と国文学J ， 1999.5)は近現代の書記のありか た

と文字意識に触れ， 小書きに関しては阿久津智「仮名の小書きについてJ (r立教大学日本

語研究J6， 1999.3)が活字印刷や機械処理の影響を指摘する。 表記については京極興一 (前

掲) が近代の交ぜ書き ， 振り仮名と 仮名遣い等に関して分析を示す。

片仮名については， その運用の実態と原因に関する意欲的な調査が 盛んに行われた。

金城ふみ子はローマ字表記とともにíí大学広告」におけるカタカナ表記語及びアルフア

ベット表記語の使用状況J (r早稲田大学日本語研究教育センタ一紀要JlO，1998.3)， íファッ

ション雑誌ízyappuJ 14号における総 ローマ字表記の試み 21世紀前夜の文字改革の流れの中

で J (r東京国際大学論叢経済学部編J 18， 1998.3)， íTIU新入生配付資料におりるカタカ
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ナ表記語使用の実態分析J <向19，1998.9)に詳しく調査結果を示 す。 中山恵利子「非外来

語の片仮名表記J <f日本語教育J 96， 1998 . 3) は新聞における和語・漢詩の片仮名表記の分

析であり ， 柴田真美「現代のカタカナ表記についてJ <r国語国文学会誌J 41，1998.3)も続

稿が 期待される。 玉岡賀津雄・初塚員喜子・ジョセフ�F�ケス・デピット�R�ボグダン

「ひ らが な対カタカナ一一語致および擬似語の処理における表記の親近性効巣一一J <r読書科学J 42-1， 

1998.4) は心理学的 な調査研究である。

送り仮名については， 送り仮名を法則化 する ことの難しさを示 す野村雅昭rr送り仮名

の付 け方J の意味 するものJ <rしにか]，1999.6)のほか， 明治初期の小説 ， 啓蒙書 ， 教科

書の実態を示 す久保田篤「 明治初期の送り仮名J <r成媛大学文学部紀要J 33，1998.3)， 通時

的 な変化をたど った康問理栄「送り仮名の変化J <r国文学 解釈と鑑賞] 64-7，1999.7)が 見

られた。 傍訓(ルピ)に関しては論考が多く ， かね こ・ひさかず「日本語と漢字問題(ー)

ふりがな問題について一一J <r国文学 解釈と鑑賞J 64-1，1999.1)， 土屋礼子「ふりが な 論の視

座 近代日本における文字とリテラシイJ <r現代思想j26-10，1998.8)，黒木和人rrふりが な廃止論J

の理念と実践 山本有三の改版作業から J <r言語科学論集J2，1998.11)のほか明治初期の一

実態を示 す木村秀次rr西洋間見録jの振り仮名J <f文学・語学J 165，1999.10)があった。

仲矢信介r1938年(昭和13年)ルビ禁止政策成立過程についてJ <r国語学会平成II年度春

季大会要旨集J， 1999.5)は聞に埋もれた部分の 多 い ことを示 す。 文字生活への影響が 大き

い施策の背景に関する調査は他にも数点 見 られたが ， その正確 な把握には当時の国内外

の動向について総合的 な視野も必要で ある。

5 補助符号

補助符号については前述分を除き， まとま った研究が 少ない。 鈎括弧類には藤田保幸

「書記テキストにおける 引用マーカーとしてのカギカッコの用法一ー池波正太郎「剣客商売jを

例として一一J <f国語文字史の研究J 4， 和泉書院， 1998.8)に考察があり ， 句読点には大類雅

敏「 句点と読点J <r表記j 17小特集「句読点J， 1998.7)があった。 宗像和重「制度として

の 原稿用紙一ーその予備的考察 J <r文学] 9-1， 1998. 1)は原稿用紙の升目が 句読表記の可能

性を聞いたと説く。 今期は， 前にも触れたように同様の指摘が 目 をひ いた。

6 文字の認知

心理学(認知科学) の方面においては， ここまで 引用してきた通り文字・表記について

多くのアプローチが なされている。Joseph F. Kess. Tadao Miyamoto rThe Japanese 

Mental Lexicon Psycholinguistic Studies of Kana and Kanji processingJ (John 

Benjamins Publishing Co.， 1999)， 林龍平I日本語の単語認知におりる表記差効果J <風間

書房， 1999.2)は現在までの研究の水準を示 す。 粛藤洋典「マルチメディアと通信を利用

した日本語学習支援ツールの開発J (1998.3， 科学研究費研究成果報告書) は漢字を構成 す
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る「部品J， 漢字の構造化に関す る研究を含む。 桑原陽子「漢字の形態によるイメージに

ついての調査J (r広島大学日本語教育学科紀要j 8，1998.3)は 被調査者数を増やせ ば 明確 な

結果が得られ るで あ ろう。 そのほか， 新プロ 「日本語J研究班3・文字言語チームf日本

語表記に関す る認知科 学と心理言語学の融合研究J (1999.3)， 横山詔ーほか「文字・図形

の認知一一字体と感性一一J (r日本語学J 18-8，1999.8) などがあった。 文字・表記は主体的 な

運用 (産出・送信)と受容が ， 心理的・生理的作用や心的辞書と深く関 わ っており ， 文字

生活を営む人間の研究と言語研究とは相互に貢献が求め られ るもので あ ろう。

7 文字の教育

月崎美智子「日本語教育におけ る文字分野研究の動向と課題J (r書写書道教育研究jl2，

1998.3)は， 文法 ・音声などに比して字体・字形の 原理研究の乏しい こと ， 日本語教育と

国語学 ， 書写教育との連携の弱い ことを指摘す る。『日本語学J 17-5特集「学校教育の漢

字J(1998.4)が小林一仁「中学校での常用漢字学習の諜題J ， 氏 原基余司「教科 書体と 明

朝体の問題 教科容体の字形統ーを9'心として jなどを載せ るほか， 石川真奈見に 「基本語

設の表記のための漢字とそのヨミJ (r国語国文 論集J27，1998.3)， 明治初期の基本漢字に関

す る「福沢諭吉の基本漢字観一一『文字之教J r学問ノス〉メjを資料として J tr早稲田大学大学院

文学研究科紀要J 43-3，1998.2)があ る。

学校教科 書については， 清野隆「小学校国語教科 書の表記について一一億り仮名表記・交ぜ

曾き表記を中心に←ーJ (r語学文学J 37，1999.3)に調査があり ， 京極興一( 前掲)も交ぜ書き

を扱うほか， ]IS第3 水準・第4 水準rJIS X 02 13: 1999J (1999.1)を策定した符号化文

字集合調査研究委員会は教科 書約1500冊や新聞 ，文学作品 ，固有名詞，辞書 などから]IS

外の漢字・仮名・ 符号を採取し ， 典拠や用例に関す るデータベースを作成し ， 一部を公

開した。 児島慶治『香港・日本漢字字体対照表J (向日葵出版社， 1999.6)は字体を対照さ

せた労作であ る。

8 文字の電子化

各国で 現代に至る諸分野の文字資料の電子化が進み ， 文字コードことに漢字コードに

関す る調査研究が諸方面で活発に行 われた。 豊島正之は「符号化漢字集合の策定に於け

る情報の共有J (r第4回シンポジウム コンビュータと国文学講演集J， 1999.10)などにおい

て漢字の史的観点を交え ， 文字の情報交換と い う機能 を重視した鋭い 論を展開す る。 ま

た池田証寿「新旧分離字と新旧包摂字一-115漢字の所拠漢字表と包摂規準一一J (悶11点語と訪|出資

料J 1998.3)は 2 0年 前に]IS漢字が作 られた経緯と背景を解き 明かす。 池田編f古辞書

と]IS漢字1は 森下留美子「行 政情報処理用基本漢字に関す る研究J(1，1999.3)， 笹 原宏

之 「転写に伴う漢字字体の変化一一IJI5第l水準・第2水準J制定作業の再現 J (2，1999.10)や

]IS外字に関す る成果 などを含む刊行 物で あ る。 ほかに ，蛍山日出夫「コン ピュータの文
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字に対 する意識につ いて一一錯綜するjlS漢字論の恨底にあるもの一一J(r国語と国文学1. 1999.5)， 

芝野耕司fJIS批判に応えてJm文字コードj 日本語の文字と組版を考える会講演論文集1.

1998.3)などがあり， 電子化資料における字体や字種に関しては小池和夫・ 府川充男・ 直

井靖・ 永瀬唯I漢字問題と文字コードJ (太田出版， 1999.10)に詳しい 論考が見られる。

斎藤秀紀は「漢字の属性情報に対 する符号化法の提案J(r計量国語学J 21-4，1998.3)等

で漢字データベースの一つの可能性を示 す。 小林龍生 「要求 する側の責任と いうことに

つ いてJ (r電脳文化と漢字のゆくえ 岐路に立つ日本語j 平凡社編. 1998.1)は翻字・ 翻刻の

意味を考えさせ ， 飯島満・ 大 塚みさ 「近代活字文献の電子テキストにおける字形の整理

一一]IS包綬規準の活用と提案 J (語粂・辞書研究会. 1998.12)は包摂規準の運用上の利点、と問

題点、を指摘する。 漢字をフォン ト化し， 種々の検索を可能 とした「今昔文字鏡J (エーア

イ・ネット ・紀伊国屋書庖. 1999)は改訂版が刊行され. I超漢字JI eKanjiJ ICT書体フ

ォン トJ なども展開を見せた。 すぐれた道具は漢字研究を進展させるであろうが ， 字と

いうものの単位の再考など文字研究への課題が残る。

9 おわりに

今期も一部に 「字形JI書体J I表記」などの用語の混乱や， 使用テキストを明記しな

いもの， 記述に 「常用漢字表Jの字数や文献の発行年 を誤るような基本的な事実の誤認

があった。ま た ， 大量のデータを処理 するケースが増えて いるが. 1 例ごとに検討 すると

扱われた文字 ・ 表記に誤解に基づくと思われる記載も見られた。

日本の文字・表記は位 相 ， 筆記素材， 媒体ごとに， 時代とともに資料を拡大している。

研究者自身が過ご す時代の事象であっても内省 ， 観察しえな いことは多く ， 新しい世紀

には， 文字 ・ 表記に関する 多様な 現実に対して情報を集積し， 的確な切り口を見極め た

調査研究を進め て いくことが必要であろう。

一一 国立国語研究所主任研究官一一


